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このユーザ ガイドの内容
内容

この目次のすべての項目はアクティブなハイパ
ーリンクになっており（javascript 対応の読み
取りシステムのみ）、クリックすると該当記事
に移動できます。
サイドバーのアイコンをクリックすることで、
章単位で移動することもできます 
注：このユーザ ガイドで説明する機能のいく
つかは、特定の市場ではオプションであるため、
ご使用のシステムには当てはまらない場合が
あります。
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このユーザ ガイドは、DX70 と DX80 の
両方に適用されます。2 つのディスプレ
イはサイズが異なりますが、サイズ以外、
画‌面に表示される画像は同じです。

実際には、このガイドで使用されるスクリ
ーンショットは DX80 の図に挿入されてい
ます。

Cisco DX70 の紹介
概要　 このユーザ ガイドに

ついて

	プライバシー シャッター付きカメラ（閉じる場合は反時計
回りに、開く場合は時計回りに回します）

	マイクロフォンのミュート ボタンおよびスピーカーの音量コ
ントロール

	スピーカー 
	SD カード スロットおよびヘッドセットと USB のコネク

タ。DX70 で Bluetooth ヘッドセットの使用がサポートされ
るようになりました。詳細については、2 ページ先を参照し
てください。

	電源オン/オフ
	マイクロフォン

PC モニタとして使用します。HDMI ケーブルを使用して、コン
ピュータを HDMI ソケット（PC）に接続します（以下を参照）。
PC モニタとビデオ画面を切り替えるには、画面をタップします。
[応答不可（Do not disturb）] が有効である場合を除き、モード

（PC またはビデオ）に関係なく、着信が通常どおりに表示されま
す。「応答不可を有効にする」、18 ページを参照してください

		USB ポート
		HDMI ソケット（PC）。
		HDMI ソケット外部モニター（未使用）
		LAN 拡張接続。PC LAN をここに接続することで、Cisco 

DX70 と PC で共通の LAN 接続を共有できます。
		LAN 接続
		電源ソケット
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DX 80 には、USB 有線オーディオ デバイ
ス用の標準プロトコルが実装されています。 

DX80 では Bluetooth ヘッドセットの使
用がサポートされるようになりました。詳
細については、次のページを参照してくだ
さい。

メーカーは, （HID プロトコルと呼ばれる）
標準を独自に実装できます。

そのため、同じメーカー製のモデルでも動
作が異なる場合があり、すべてのヘッドセッ
トとハンドセットの動作を保証することは
できません。

CE 9.2 について、シスコがテストしたのは
有線のヘッドセットまたはドングルを使用
するヘッドセットのみです。 

DX80 では Bluetooth ヘッドセットの使
用がサポートされるようになりました。詳
細については、次のページを参照してくだ
さい。

提供されたヘッドセットのリストは完
全なものではなく、その他多くのヘッド
セットも機能する可能性があります。  
Jabra、Plantronics、および Sennheiser 
は独自のテストを実行して、DX80 をサポ
ートするヘッドセットの独自のリストも提供
しているため、この各社に問い合わせるこ
とをお勧めします。

次のヘッドセットはシスコによりテストされ
ています。

•	 Jabra Evolve 40
•	 Jabra Evolve 65
•	 Jabra Pro 9450
•	 Jabra Pro 9470
•	 Sennheiser MB Pro 2

概要　 DX80 および USB ヘッド
セット

	プライバシー シャッター付きカメラ（閉じる場合は反時計
回りに、開く場合は時計回りに回します）

	マイクロフォンのミュート ボタン、スピーカーの音量コント
ロール、および USB ソケット（ユニットの右側） 

	電源オン/オフ
	スピーカー
	マイクロフォン（各脚部分）

		電源ソケット
		USB（コンピュータ接続用）
		HDMI（コンピュータ接続用）
		HDMI（外部モニタ接続、使用しません）。
		SD カード スロットおよびケンジントン ロック
		USB ポート
		LAN 拡張接続。コンピュータの LAN をここに接続

することで、Cisco DX80 とコンピュータで共通の 
LAN 接続を共有できます。

		LAN 接続

PC モニタとして使用します。HDMI ケーブルを
使用して、コンピュータを HDMI ソケット（PC）
に接続します（以下を参照）。
PC モニタとビデオ画面を切り替えるには、画面
をタップします。
[応答不可（Do not disturb）] が有効である場
合を除き、モード（PC またはビデオ）に関係な
く、着信が通常どおりに表示されます。「応答不
可を有効にする」、18 ページを参照してくだ
さい。

Cisco DX80 の紹介
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概要　

Bluetooth ヘッドセットとのペアリング

Bluetooth ヘッドセット
DX70 と DX80 では Bluetooth ヘッドセットがサポートされて
います。

サポートされている Bluetooth プロファイル：
•	 HFP（Hands-Free Profile）
•	 A2DP（Advanced Audio Distribution Profile）

Bluetooth ヘッドセットは、組み込みの Bluetooth 無線または 
USB Bluetooth ドングルを使用することでサポートされます。

複数のヘッドセットをビデオ システムとペアリングできますが、
一度に接続できるのは 1 つだけです。

範囲は最大 10 m（30 フィート）です。通話中にこの範囲の外に
出ると、音声がビデオ システムのスピーカーに切り替わります。

ほとんどのヘッドセットには音量コントロールが組み込まれてい
ます。通話中の場合は、ヘッドセットとビデオ システムの音量は
同期しています。通話中でない場合は、ヘッドセットとビデオ シ
ステムの音量ボタンは独立して動作します。

サポート対象の Bluetooth 機能
•	 着信通話の応答
•	 着信コールを拒否する
•	 通話の終了
•	 音量の増減

一部のヘッドセットにはミュート コントロールがあります。これ
はビデオ システムのミュート コントロールとは独立して動作し
ます。

Bluetooth ヘッドセットのペアリング
1.	 ヘッドセットで Bluetooth のペアリングをアクティブにします。

確‌信が持てない場合は、ヘッドセットの取扱説明書を参照してく
ださい。

2.	 左下で説明されている [設定（Settings）] に移動します。[システ
ム情報（System Information）] メニューの詳細については、「設
定」、38 ページを参照してください。Bluetooth が無効になっ
ている場合は有効にします。Bluetooth はデフォルトで有効になっ
ています。

3.	 ビデオ システムがデバイスをスキャンします。検出された 
Bluetooth ヘッドセットがデバイス リストに表示されます。

4.	 デバイスを選択するとペアリングが開始されます。ペアリングが完
了するまで数秒かかることがあります。

5.	 ペアリングが成功すると、ビデオ システムに接続済みのヘッドセッ
トとしてリストされます。これでペアリングが完了します。

USB Bluetooth ドングル
音声品質が向上するため、USB Bluetooth ドングルを使用す
ることをお勧めします。ドングルの使用時には、ヘッドセットは 
USB ヘッドセットとして検出されます。

ドングルを使用する場合、ヘッドセットの音量とビデオ システム
の音量が同期されません。

Jabra Link 360、Plantronics BT300、および Plantronics 
BT600 はテスト済みですが、それ以外も動作する可能性があり
ます。

ペアリングを開始するに
は、[設定（Settings）] 

をタップします。メニ
ューに [Bluetooth 設定

（Bluetooth settings）] が
表示されます。

ビデオ システムに直接 
Bluetooth ペアリングを
使用するか、USB ドング
ルを使用します。

ビデオ システムのスピーカーと、Bluetooth または USB で接続され
たデバイスとを切り替えることができます。

ユーザ インターフェイスのステータスバーでアイコンを選択し、利用
可能なデバイスから選択します。

スピーカ

アナログ ヘッドセット（DX70 のみ）

USB ヘッドセット

USB ハンドセット

Bluetooth デバイス

アイコンがここに表示
されます
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概要　

資格情報を使用してログオンする

会議室や静音室にある、CUCM（Cisco 
Unified Communications Manager）
で‌実行中のビデオ システムには、自身の資
格情報でログインすることができます。

こうすると、CUCM は、自分宛ての着信を
すべてそのビデオ システムにルーティング
します。

エクステンション モビリティからログアウ
トすると、[発着信履歴（Recents）] の一
覧がシステムからクリアされます。

エクステンション モビリティはホットデス
キングとも呼ばれます。

エクステンション モビリテ
ィについて

1　 2　 3　

4 5　

緑色の [エクステンション モビリティ（Extension 
Mobility）] ボタンをタップします。 

サインインが正常に行われたことをシステ
ムが確認します。 

ログアウトするには、図のように [サインアウト
（Sign out）] をタップします。

ユーザ名と PIN コードを入力します。 [ログイン（Login）] をタップします。
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ビデオ電話
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そのエントリをタップすると、緑色の [発信（Call）] ボタ
ンが表示されます。図のように、緑色の [発信（Call）] ボ
タンをタップします。

緑色の [発信（Call）] ボタンをタップします。 特定のリスト（[お気に入り（Favorites）]、[ディレクト
リ（Directory）]、[発着信履歴（Recents）]）で通話
相手を検索するには、そのリストをタップし、下へス
クロールして相手のエントリを探します。

通話が発信されます。通話を終了するには、赤色の 
[終了（End）] アイコンをタップします。

連絡先リストは、次の 3 つの部分で構成
されています。

[お気に入り（Favorites）]自分で [お気
に入り] に追加した連絡先です。通常、こ
れらのエントリは頻繁に通話する相手か、
便‌利な方法で迅速にアクセスする必要が
ある人です。 

[ディレクトリ（Directory）] は通常、ビデ
オ サポート チームがシステムにインストー
ルした社内ディレクトリです。

[発着信履歴（Recents）] は、発信、受信、
不在着信のリストです。

次のオプションが適用されます。

•	 名前、番号、または IP アドレスをキー入
力できます。これにより、すべてのリスト
が検索されます。

•	 [お気に入り（Favorites）] リストに追加
したエントリは、発信の前に編集したり、
帯域を変更したりすることができます。

[発着信履歴（Recents）] からのエントリ
の削除は、Web インターフェイスでのみ行
うことができます。 

連絡先リストから発信する
ビデオ電話

連絡先のリストについて

1　 2　

43　
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[編集して通話（Edit and Call）] をタップします。

コールを発信する前に、編集するエントリを検索
します。そのエントリをタップします。[発信（Call）] 
メニューが表示されます。

緑色の [発信（Call）] ボタンのすぐ下にあるその他
（…）アイコンをタップします。

キーボードを使って編集し、緑色の [発信（Call）] 
ボタンのどちらかをタップして発信します。

連絡先リストの入力方法については、前の
ページを参照してください。

発信する前に、連絡先リストのいずれかの
エントリを編集する必要がある場合があり
ます。正常に完了するために、プレフィック
スまたはサフィックスを追加したり、エント
リを変更したりする必要がある場合があり
ます。 

発信する前に連絡先を編集する
ビデオ電話　

エントリ編集について

1　 2　

43　
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名前、番号、または住所を入力します。入力に合わせて、
一致すると考えられるものや提案が表示されます。正確
に一致するものがリストに表示されたらそれをタップし
ます。それ以外の場合は、入力を続けます。

緑色の [発信（Call）] ボタンをタップします。 [検索またはダイヤル（Search or Dial）] フィールド
をタップします。 キーボードが呼び出されます。

通話先を入力し終えるか見つけたら、緑色の [発信
（Call）] ボタンのどちらかをタップして発信します。

連絡先リストにない人に発信するには、デ
ィスプレイに表示される仮想キーボードを
使用して名前、住所、または番号を入力し
ます。

これまでの発信先または着信元がすべて  
[発着信履歴（Recents）] リストに表示さ
れます。これらの発信先または着信元は  
[お気に入り（Favorites）] リストに転送で
きます。これについては、「連絡先」セクシ
ョンで説明しています。

通常、内線にアクセスしたり、暗証番号を
入力したりするために、ときには、通話中に
数字を入力するように促される場合があり
ます。

この場合に必要なキーパッドを呼び出す
には、[トーン信号（Touch Tones）]（この
ボタンは、発信するとすぐに表示されます）
をタップします。

[発着信履歴（Recents）] は、Web インター
フェイスからのみクリアすることができます。

名前、番号、または住所を使用して発信する
ビデオ電話　

発信について

1　 2　

43　
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着信コールを受け入れる（応答する）か拒否するかに応じてタ
ップします。

ビデオ インフラストラクチャで許可されている場合は、複数の着
信を受信できます。それらの着信はすべて既存の通話に追加す
るか、すべて拒否するかを選択できます。

•	 着信があった場合は、通話を許可、拒否、
または無視できます。 

•	 通話を拒否した場合、ビジーであるとい
う情報が発信者に送信されます。

•	 通話を無視した場合、発信者には、自分
が不在である（通話を取らなかった）場
合と同じように見えます。 

•	 ビデオ インフラストラクチャで、複数の
着信を受信するようにすることができま
す。必要に応じてビデオ サポート チーム
に問い合わせてください。

着信コール
ビデオ電話　

着信があった場合
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特定の状況下では、通話中に別の着信を
受け入れることができます。

通話中に別の通話に応答する
ビデオ電話　

オプションについて
 [追加（Add）]：システムが 

CUCM の管理下でアドホック
会議を実行している場合、着
信した参加者を会議に追加す

ることができます。  

着信通話を [拒否
（Decline）] し、現在
の通話を続行します。

新しい着信
の ID。

[応答および保留（Accept & 
Hold）]：発信に応答し、現在の
通話を保留にします。
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通話中に [終了（End）] をタップすると、
通話から切断されます。2 つの相手のみと
通話中の場合、これにより、通話が終了さ
れます。 

通話を切断する
ビデオ電話　

切断について

通話を切断するには [終了（End）] をタップします。
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通話中に [保留（Hold）] をタップします。 [再開（Resume）] をタップして、通話状態にあった
相手に戻ります（元の操作に戻ります）。

通常、相手を保留にする操作は、誰かを
他の人に転送する場合の最初のステップと
して行うものですが、打診が必要な場合や、
ビデオ送信の停止などを含むミュートの代
わりとしても使用できます。

通話を保留にする/保留中の通話を再開する
ビデオ電話　

保留について

1　 2　



16

D1510422 ユーザ ガイド 
Cisco Webex DX70、DX80
作成：CE9.5 については 2018 年 9 月
All contents © 2010-2018 
Cisco Systems, Inc. All rights reserved

緑色の [発信（Call）] ボタンをタップします。相手と話し
て転送が行われたことを確認します。転送する相手は保
留のままです。

[転送（Transfer）] ボタンをタップします。これに
より、現在の通話が保留になります。

通常の方法で、発信先を探します。

[転送完了（Complete Transfer）] をタップします。

対応中の通話を別の人に転送することが
できます。転送する場合には必ず打診しま
す。つまり、転送する前に転送先の人と話す
ことができます。

対応中の通話の転送
ビデオ電話　

転送について

1
　

2
　

43
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必要な設定にスライダを移動します。

[発信（Call）] ボタン（図示せず）をタップして、
帯域を変更するエントリ（図示せず）を特定しま
す。このエントリをタップすると、[発信（Call）] メ
ニューが表示されます。それから、緑色の [発信
（Call）] ボタンの下にある、その他（…）アイコン
をタップします。

[カスタム発信（Custom call）] をタップします。 

緑色の [発信（Call）] ボタンをタップして発信します。

帯域は、通話に割り当てられている帯域
幅の量を表す際に使用される用語です。
こ‌れは kbps（キロビット/秒）で測定され
ま‌す。 

帯域が大きくなるほど、品質が向上します
が、帯域幅の消費が大きくなります。

システムには、デフォルトの帯域が設定さ
れています。通常、この帯域は、ビデオ サ
ポート チームによって設定されます。通常
の条件では、帯域は必要に応じてシステム
によって自動的に調整されます。この調整
は、システムと接続がサポートしている帯
域よりも大きい帯域で誰かと通話しようと
するときにビデオ通話のチョークを避ける
ために行われます。 

何らかの理由によって、自動帯域設定に失
敗した場合、最終手段として手動で調整す
ることも可能です。

通話中に帯域を変更することはできません
が、左で示されているとおり、発信の直前
に変更することはできます。

帯域を変更する
ビデオ電話　

帯域について

1
　

2
　

43
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図のように、左上隅をタップします。

着信に応答しないように、システムを設定
することができます。ただし、他者に自由に
発信するためにこれを使用することもでき
ます。

ビデオ サポート チームが、この機能のタイ
ムアウトを設定している場合があります。タ
イムアウト後は、通常のように着信に応答
できるようになります。デフォルトのタイム
アウト設定は 60 分です。

応答不可について応答不可を有効にする
ビデオ電話　

1
　

[応答不可（Do not disturb）] をタップして、この機能を有効化します。
無効化するには、もう一度タップします。

2
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ビデオ サポート チームがすべての受信コ
ールを転送するオプションを有効にしてい
る場合もあります。ボイスメールに転送す
るか、受信者を指定して転送するかを選択
できます。

[すべての通話の転送先（Forward all 
calls to...）] をタップすると、いつもの 
[‌発信（Call）] メニューが表示され、受信
者を指定できます。

通話の転送についてすべての通話の自動転送
ビデオ電話　

受信者を指定してすべての通話を転送するか、ボイスメールに転
送するかを選択できます。

図のように、左上隅をタップします。

1
　

2
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通話中に、内線にアクセスできるようにし
たり、（暗証番号コードなどで）何かに入る
資格を得たりするために、番号を送信する
ように要求される場合があります。

これを送信できるようにするには、タッチ 
スクリーンにキーパッドを呼び出す必要が
あります。

通話中にキーパッドを表示する
ビデオ電話　 通話中のキーパッド

の使用

通話中に [トーン信号（Touch Tones）]  をタップすると、 
ダイヤルパッドが呼び出されます。
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通常の方法で発信します。発信する前にその通話の通話
設定を変更できます。詳細については、サイド バーを参
照してください。

通話中に [追加（Add）] をタップします。 通常の方法で、発信先を探します。

この新しい通話が既存の通話に追加され、会議が確
立されました。 
ビデオ インフラストラクチャの許容する範囲で、この
手順を繰り返すことができます。

ご使用のビデオ システム ネットワークに
は、複数の参加者間でビデオ会議を開始す
る機能が用意されています。

ビデオ システムがサポートしている参加
者の最大数は、システム構成とビデオ イン
フラストラクチャによって異なります。確信
が持てない場合は、ビデオ サポート チー
ムに問い合わせてください。 

ビデオ会議を開始する場合は、参加者に 
1 人ずつ発信する必要があります。 

会議を開始したユーザは、会議全体を終
了することができます。その他の参加者
は、会議から自身を切断することのみ可能
で‌す。

既存の通話に参加者をさらに追加する
ビデオ電話　

ビデオ会議について

1
　

2
　

43
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DX70/80 からビデオ会議を実施する機
能はオプションの機能であり、お使いのシ
ステムで利用できる場合と利用できない場
合があります。

会議から参加者を切断する
ビデオ電話　

ビデオ会議について

[ドロップ（Drop）] をタップします。

通話中に、図のように、右上隅の参加者アイコンを
タップして、参加者リストを呼び出します。

会議からドロップする参加者をタップします。

1
　

2
　

3
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Intelligent Proximity
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Intelligent Proximity

Cisco Proximity の超音波信号について
Intelligent Proximity

プロキシミティについて

シスコのビデオ システムは、プロキシミティ機能の一部
として超音波を発します。業務用または商用アプリケー
ション、家電製品など、ほとんどの人は毎日さまざまな環
境で、程度の差はあれ超音波にさらされています。

人によっては空中の超音波によって何らかの影響を自覚
する場合もありますが、75 dB 未満の音圧レベルで影響
が生じることはほとんどありません。超音波にさらされる
量の制限値のガイドラインは国によって大きく異なりま
すが、シスコの Proximity 信号によって発せられている 
75 dB は 20 kHz の周波数帯域での現状の最小制限値
です。 

この情報の参考資料として、カナダ保健省のガイド
ライン http://www.hc-sc.gc.ca/ewh-semt/pubs/
radiation/safety-code_24-securite/index-eng.
php#a2.2.2（英語）をご覧ください。 

これらのガイドラインには、120 dB 未満の音圧レベルが
永続的または一時的な聴力損失を引き起こした例は示
されていないと記載されています。

グループで使用するためにスピーカーが組み込まれてい
るシスコのビデオ システムでは、スピーカーから 50 cm 
以上の距離で、超音波の音圧レベルが 75 dB 未満にな
っています。 

個人で使用するためのシスコのビデオ システムでは、ス
ピーカーから 20 cm 以上の距離で、超音波の音圧レベ
ルが 70 dB 未満になっています。 

Cisco Webex Boards では、ディスプレイの前方 20 cm 
以上の距離で、超音波の音圧レベルが 75 dB 未満になっ
ています。このレベルはディスプレイの真下では、スピーカ
ーが下向きであるため若干高くなる可能性があります。

ほとんどの現実的なケースでは、ユーザの耳の位置での
レベルは、スピーカーの指向性、距離減衰、一般的な会
議室での高い高周波数吸収率によって、これらの最大レ
ベルよりはるかに低くなります。このレベルは、可聴音に
ついて会議スペースの一般的なバックグラウンド/環境ノ
イズ レベルから通常のスピーチのいわゆる会話レベルま
でさまざまです。

したがって、人間が Proximity の信号に連続的にさらさ
れても安全であると考えられます。ほとんどの人は、信号
の存在に気付かず、信号の影響を受けません。ただし、
特に急性の高周波聴力を持つ一部の個人は、この信号
が聞こえます。この状況はほとんどの場合、スピーカーの
正面かつ近傍で起こります。

犬のような動物は、可聴周波数範囲が広いた
め、Proximity の信号が聞こえます。 

ただし、音の影響はレベルに依存し、犬の可聴レベルの
範囲は人と大きくは異なりません。20 kHz での犬の可聴
しきい値は 0–10 dB と低く、最も感度の高い周波数範
囲での人の耳のしきい値と変わりません。 

シスコは、信号が犬に影響を及ぼす可能性についてテスト
や検証を行っていません。レベルが制限されているため、
犬に信号が聞こえることが明らかであるとしても、犬にと
ってわずらわしいものではないと信じられています。 

オフィスまたは会議室にいる犬は、通常のバックグラウン
ド ノイズと同等のレベルまたはほとんどの会話レベルの
超音波を受けることになります。当社の製品にこの機能
を搭載したここ数年間で、信号によって動物が影響を受
けたという報告はありません。

ただし、超音波を使用する犬撃退デバイスが存在してい
ることから、超音波が犬に及ぼす影響について疑問を持
つことは当然のことです。これらのデバイスは通常、不快で
はあるが無害な超音波を使用していると主張しています。
シスコは、犬撃退デバイスの設計について見識はありませ
んが、このようなデバイスの仕様を調べると、そのレベルが 
100 dB 以上であることが多いことがわかります。

シスコのビデオ コーデックをサードパーティ製のスピー
カー システムと組み合わせて使用するソリューションに
ついては、シスコは超音波の音圧レベルを制御できませ
ん。ほとんどの場合、必要なスピーカー感度および周波
数応答によって、音圧レベルは 75 dB の制限未満にな
ります。ただし、過剰な外付けアンプを接続したり、スピ
ーカー システムで高周波数の応答を強化したりすると、
制‌限レベルを超える可能性があります。

Intelligent Proximity 機能を使用すれば、
手元の端末でワイヤレスにビデオ システム
のコンテンツを共有できます。スマートフォ
ンやタブレットでは、共有コンテンツを自
分の画面に直接表示することもできます。

自分のスマートフォン、タブレット、PC、
ま‌たは MAC を使って、ビデオシステムの
通話を制御することもできます。

次のことを確認します。

App Store または Google Play か
ら、Cisco Intelligent Proximity アプリケー
ション（無料）をダウンロードする必要があ
ります。 

Windows または OS X を使用している
場合は、https://proximity.cisco.com/.

（‌英語）にアクセスしてください。

ビデオ サポート チームは、すべての機能を
無効にしている場合、すべての機能を有効
にしている場合、または一部の機能だけを
有効にしている場合があります。

Intelligent Proximity は、ユーザの接続時
に超音波を利用します（詳細は左記参照）。
コンピュータやスマートフォン、タブレットの
マイクをふさがないようにしてください。

Intelligent Proximity は、会議室のドアが
閉じられた状態では、会議室の外側では
機能しないように設計されています。この
機能を使用するには、ビデオ エンドポイン
トの近くにデバイスを置く必要があります。

プライバシー上の必要がある場合は、会議
室の入口を閉めて、隣室に音が漏れないよ
うにします。
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コンテンツ共有
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これで、PC 画面のコンテンツが他の参加者と共有され
ます。 

通話中に、ソースを接続して、オンになっていることを確
認します。[PC の表示（Show PC）] をタップして、自分
の PC の画面を DX70/80 上にローカルに表示します。
これを行ったときに画面に表示される内容は、他の参加
者には表示されません。

他の参加者と自分の PC の画面を共有したくない場
合は、[PC を非表示にする（Hide PC）] をタップす
ると元の状態に戻ります。コンテンツを共有する場
合は、図のように [共有（Share）] をタップします。

コンテンツの共有を停止するには、図のように [共有
を停止（Stop Sharing）] をタップします。

ビデオ システムは、ビデオ コールまたはビ
デオ会議でプレゼンテーションを表示する
機能をサポートしています。

プレゼンテーション中に、スクリーンのレイ
アウトを変更することができます。詳細に
ついては、次のページを参照してください。

ヒント：システムのカメラは、ドキュメン
ト カメラとして動作させることができま
す。図のように、カメラを傾けるだけで、シ
ステムの前にあるテーブルの上のドキュメ
ントや他の物理的な物体を映すことができ
ま‌す。

カメラは、カメラに対する操作を認識し、
自動的にイメージを垂直方向に反転します。
そのため、イメージは期待どおりに、コミュ
ニケーションの相手に表示されます。

通話中にコンテンツを共有する
コンテンツ共有 コンテンツの共有に

ついて

1
　

2
　

43
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1
　

2
　

図のように、レイアウトをタップして、レイアウト
のオプションを呼び出します。

目的のレイアウトをタップして選択します。

プレゼンテーション中に、スクリーンのレイ
アウトを変更することができます。通常は、
プレゼンターを表示するかどうか、および
プレゼンターを PiP（ピクチャ イン ピクチ
ャ）と PoP（ピクチャ アウトサイド ピクチ
ャ）のどちらで表示するかを選択できます。

システムで使用可能なレイアウトのオプシ
ョンは、ここに表示されているものと異な
る場合がありますが、常に、選択可能なレ
イアウトが表示されます。

通話中のプレゼンテーション レイアウトの変更
コンテンツ共有 プレゼンテーション レイ

アウトについて
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スケジュールされた会議
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ビデオ会議をスケジュールすることができ
る管理システムに、ビデオ システムを接続
することができます。スケジュールされてい
るミーティングは、図のように左側に表示
されます。 

会議に参加するには [参加（Join）] をタッ
プします。

会議がすでに始まっていても参加でき
ま‌す。

スケジュールされたミーティングに参加する
スケジュールされた会議

ミーティングへの参加
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コンタクト
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連絡先リストは、次の 3 つの部分で構成
されています。

[お気に入り（Favorites）]自分で [お気
に入り] に追加した連絡先です。通常、こ
れらのエントリは頻繁に通話する相手か、
便‌利な方法で迅速にアクセスする必要が
ある人です。 

[ディレクトリ（Directory）] は通常、ビデ
オ サポート チームがシステムにインストー
ルした社内ディレクトリです。

[発着信履歴（Recents）] は、発信、受信、
不在着信のリストです。

[発着信履歴（Recents）] からのエントリ
の削除は、Web インターフェイスでのみ行
うことができます。 

お気に入り、発着信履歴、およびディレクトリ
コンタクト

連絡先リストについて
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[お気に入り（Favorite）] をタップします。

通話中に、図のように、右上隅の参加者アイコンを
タップして、参加者リストを呼び出します。

[お気に入り（Favorites）] に追加する参加者をタッ
プします。小さいメニューでその参加者をドロップす
る（その参加者を終了する）か、お気に入りリストに
その参加者を追加することができます。

[お気に入り（Favorites）] は、頻繁に通話
する、または簡単にアクセスしたい相手を
含む連絡先リストです。 

[お気に入り（Favorites）] は、[発着信
履歴（Recents）] または [ディレクトリ

（Directory）] リストから選択するか、手動
で入力できます。

通話中に [お気に入り（Favorite）] に追加する
コンタクト

お気に入りについて

1
　

2
　

3
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[お気に入りとしてマーク（Mark as Favorite）] をタップ
します。これで、エントリが [お気に入り（Favorites）] に
追加されました。メニュー以外の場所をタップして終了し
ます。 

図のように、非通話時に [発信（Call）]（図示せず）
を‌タップして、[連絡先（Contacts）] リストを呼び出し
ます。[発着信履歴（Recents）] または [ディレクトリ
（Directory）] をタップして、[お気に入り（Favorites）] 
に追加するエントリを探します。

[お気に入り（Favorites）] に追加する参加者をタッ
プします。上記の画面が表示されます。緑色の [発信
（Call）] ボタンの下にある、その他（…）アイコンを
タップします。

図のように、[お気に入り（Favorite）] が金色の星印で表
示されます。[お気に入り（Favorites）] リストからエントリ
を削除するには、[連絡先（Contacts）] の中の [お気に入り

（Favorites）] に移動して、この手順を繰り返します。

誰かを非通話時にお気に入りに追加する
コンタクト

[お気に入り（Favorites）] は、頻繁に通話
する、または簡単にアクセスしたい相手を
含む連絡先リストです。 

[お気に入り（Favorites）] は、[発着信
履歴（Recents）] または [ディレクトリ

（Directory）] リストから選択するか、手動
で入力できます。 

手動で入力して [お気に入り（Favorites）] 
リストに追加するには、名前かアドレスを  
[検索またはダイヤル（Search or Dial）] フ
ィールドに入力します。詳細については、 

「名前、番号、または住所を使用して発信す
る」、11 ページ を参照してください。

この機能について

1
　

2
　

43
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カメラ制御
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自画面のオン/オフを切り替えます
カメラ制御

セルフビューは、他の参加者に表示され
る画面です。通常は、自画面を使用して、
目‌的どおりの映像が他者に表示されるかど
うかを確認します。

自画面は、PiP（ピクチャ イン ピクチャ）
と‌して表示されます。

会議中に時折、自画面の有効化が必要に
なる場合があります。たとえば、セルフビュ
ーを使用すると、自分が画面に表示されて
いることを確認できます。 

左に示すようにタップして自画面をアクティ
ブ化または非アクティブ化します。

セルフビューの位置により、画面上の画像
の重要な部分が見えなくなる場合がありま
す。このため、移動できます（詳細について
は、次のページを参照してください）。

自画面とは
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画像を新しい位置にドラッグします（ここでは左上
隅に表示します）。

セルフビュー画像をタップして、長押しします。 セルフビュー画像を表示できる別の位置が示されま
す。画像をタップしたままにします。

画面から指を離して、画像を放します。これで、セルフビュ
ー画像が新しい位置に表示されました。

自画面 PiP の移動
カメラ制御

セルフビューは、他の参加者に表示され
る画面です。通常は、自画面を使用して、
目‌的どおりの映像が他者に表示されるかど
うかを確認します。

自画面は、PiP（ピクチャ イン ピクチャ）
と‌して表示されます。

会議中に時折、自画面の有効化が必要に
なる場合があります。たとえば、セルフビュ
ーを使用すると、自分が画面に表示されて
いることを確認できます。 

セルフビューの位置により、画面上の画像
の重要な部分が見えなくなる場合がありま
す。このような場合に、自画面を移動するこ
とができます。

自画面を移動する理由

1
　

2
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パン、傾斜、およびズーム コントロールを必要に応じて使
用します。

参加者アイコンをタップします。 カメラを制御する参加者をタップし、[カメラ
（Camera）] をタップします。

完了したらコントロールの外部の場所をタップします。

遠端カメラ制御
カメラ制御

ビデオ通話中に、他の 1 つまたは複数のビ
デオ システムで遠隔から操作できるカメラ
が使用されていることがあります。

自分のビデオ システムからこれらのカメラ
を制御できます。これは、遠端カメラ制御

（FECC）と呼ばれます。

遠端システムで（カメラが通話相手を追
跡および表示するときに実行する）カメ
ラ トラッキングが有効になっている場
合、FECC のオプションは提供されません。

カメラ操作について

1
　

2
　

43
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このメニューにアクセスするには、左上隅
の小さなアイコンをタップしてから、[設
定（Settings）] をタップします。お使いの 
DX70/DX80 の状態の概要が表示されます。 

アクセスできる設定の概要
設定　

バージョン情報管理

ビデオのアドレス情報、IP アドレス
および MAC アドレス、SIP プロキ
シ、および現在のソフトウェア バー

ジョンが表示されます。

Bluetooth を有効化/非アクティブ
します。

着信音を選択したり、着信音の音
量を設定できます。

通話サービスを選択します。

有線またはワイヤレス（Wi-Fi） 
接続から選択します。

システムを再起動します。

[初期設定へのリセット（Factory 
Reset）] を実行して、[工場出荷

時のデフォルト設定（Factory 
default settings）] に戻します 

（非表示）。
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